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第３章 ごみ発生量の見込み 

   

  ごみ発生量の見込み（現状推移）は、下記に示すとおりです。原単位をみると、平成 

３３年度で８５７ｇ/人・日（年間量２５，０５０ｔ/年）となり、現状（平成２２年度） 

より、１２ｇ/人・日（年間３８５ｔ/年）の増加となります。 
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― ごみ発生量の見込み（現状推移） ― 

 

 

H17 H22 H23 H25 H28 H31 H33

人 78,282 79,967 79,873 80,467 80,680 80,320 80,080

収集ごみ t/年 18,678 16,447 16,644 16,795 16,971 16,905 16,913

直接ごみ t/年 6,153 5,786 5,750 5,824 5,953 6,129 6,208

集団回収 t/年 3,027 2,372 2,314 2,021 1,968 1,917 1,865

拠点回収 t/年 48 59 56 58 61 63 64

計 t/年 27,906 24,664 24,764 24,698 24,952 25,014 25,050

原単位 ｇ/人・日 977 845 849 841 847 853 857

年度

人　口

ご
み
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生
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― ごみ発生量の見込み（現状推移） ― 

 

※ ごみの発生見込み（現状推移）は、今後ごみ処理において新たな施策を行わず、 

現行の施策を継続した場合のごみ量見込みです。 

（ｔ/年） （g/人・日） 


